
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○久しぶりに赤ちゃんをだっこしたりしてとても楽しかったです。○とても癒された。 

○自分は離れた兄しかいなくて、接し方が分からなかった。○赤ちゃんが可愛すぎた。 

○赤ちゃんの保護者さんに話を聞いて、大変なんだなぁと思い、自分の親に感謝したいです。 

○自分もこのように小さい時があって、親から愛されていたんだなあと思った。 

○親に「今まで大切に育ててくれてありがとう。」と感じた。 

７月２日（火）に、３年生が家庭科の授業の一環として、「子育てサロン」を実施しました。「子育てサロン」は、中

学生と地域の乳幼児親子のみなさんが触れ合う機会を作り、生命の大切さ、家族、地域への感謝の気持ちを感じて欲し 

いとの思いから、学校とNPO法人唐津市子育て支援情報セ 

ンターが協力して行っているものです。 

乳幼児を抱っこしたりおもちゃで遊んだりしながら、保 

護者に質問をするなどしていました。生徒たちは、終始笑 

顔で、楽しい時間を過ごすことができたと思います。他に 

も、妊婦ジャケットを使った妊婦体験などもご指導いただ 

きました。このような体験は、とても貴重で、そして大切 

な素晴らしい体験です。生徒たちの感想を少しご紹介いたします。 

 何か心配事等がある場合は、一人で抱え込まず 

周囲の大人（家族や先生など）に相談するようお 

声かけください。相談しにくい場合は、裏面に記 

載の相談窓口を利用することもできます。 

学校目標：「志と誇りを胸に、夢に挑戦し続ける生徒の育成」 https://www.education.saga.jp/hp/hizen-j/ 
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「有意義な夏休み」を！ 

もうすぐ梅雨が明け、本格的に夏の暑さがやってきます。今年の夏の気温は、全国的に平年より高く、観測史上最も

暑くなった昨年に匹敵する暑さとなる可能性があるそうです。まずは、熱中症に気をつけて、この夏休みを過ごして欲

しいと思います。また、夏休み中は水の事故や交通事故なども心配です。水の事故については、遊泳中の事故（死者・

行方不明）のうち遊泳禁止区域での事故が多くを占めていると言われています。「遊泳禁止区域では泳がない」「子供だ

けで海に行かない」「一人で泳ぎに行かない」など、水の事故防止について、ご家庭でも声かけをお願いいたします。 

 さて、よく学校の先生たちは、「有意義な夏休みを過ごしてください。」と言いますが、「有意義な夏休み」とは、どう

いうことでしょうか。「有意義」を辞書で引くと。『意味・価値があると考えられること』とあります。ということは、

この夏休みを「意味のある・価値のある夏休み」にしてください。ということです。では、「意味のある・価値のある夏

休み」にするためには、どうすればよいでしょうか。私が考えるポイントを４つ紹介します。 

① 夏休みの計画をしっかりと立てること。（これが第一歩。規則正しい生活が最重要です。） 

② 夏休みにしかできないことをすること。（学校以外の世界に触れる、経験する。旅行に行くなど。） 

③ 勉強に励むこと。（受験生だけでなく、１，２年生も勉強のチャンスです。） 

④ メリハリをつけること。（遊ぶ時は遊ぶ、やる時はやる。スマホやゲームの時間を決める。） 

以上４つです。これは本人次第です。まずは、「よし！やってやろう！！」と自分を奮い立たせることが大切です。 

夏休みが終わる８月末、または、将来に「いい夏休みだったなぁ」と振り返ることができるよう、有意義な夏休みを

過ごしてくれることを願っています。 

いよいよ夏休みが始まります。 

全校登校日 ８月６日（火） 

【場所】  肥前市民センター（３階） 

【集合】  ９：００に現地集合（11:00前に現地解散予定） 

【内容】  平和集会 

「子育てサロン」が行われました！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


